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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
Manganesesuperoxidedismutase(MnSOD)は活性酸素を消去する酵素であるが､多
くの腰癌細胞で低下しており､過剰発現させると悪性形質の一部が低下することが知られ
ている｡小松めぐみ君は,ヒト骨肉腫細胞に MnSODcDNA を導入して中度および高度発
現株を単離し,コロニー形成能がMnSODの高発現によって低下することを明らかにした｡
また､親株に比較してアポ トー シスや増殖には変化がなかったためIMnSOD高発現株の
コロニ-形成能の低下は細胞接着の低下によること､MnSOD 高発現株を sodium
pyruvateで処理するとコロニー形成能が回復することから過酸化水素の細胞内蓄積が関
与していると推定している｡予備審査委員会は､本研究ががん細胞における MnSOD の機
能とその意義を明らかにする上で一定の意義を有すると判断した｡I
よって,本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
